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Jリーグクラブジュニアチームに所属するサッカー選手の体組成・骨密度と出生

体重に関する検討  
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【背景・目的】 

成長期・成人期の体組成・骨密度は、生まれてからの環境的要因以外に、胎生期の栄養

環境が影響する可能性が指摘され Developmental Origins of Health and Disease（DOHaD）

という概念が提唱されているが、日本人小児で検討したデータは少ない。今回我々は、Jリ

ーグ下部組織に在籍している U10-U17 カテゴリー選手を対象に、体重・体組成・骨密度を

測定し、出生体重との関係との関係について検討した。 

【対象・方法】 

J リーグ下部組織(U10〜U17)男子サッカー選手 94 名を対象とし，骨密度指標である

Stiffness 値(踵骨超音波法、GE 社；A-1000EXPRESS)、体重、体組成（BIA 法、タニタ社；

MC980）の計測と出生体重を調査し検討した。データ解析は、カテゴリー毎に解析した。 

【結果】 

 1)平均年齢は 13.1±2.2歳(9-17歳)、平均出生体重は 3,109.9g±413.1g（1,658g-3,880g）、

平均出産週数は 38.8 週(34-42 週)であった。2)低出生体重児の割合は 6.4%(6/94)であり、

極超低出生体重(1,500g未満)児数 0人, 低出生体重(2,500g未満)児数 6人であった。3)年

齢と身長で補正した筋肉や体脂肪、骨密度の指標と出生体重との関係は認められなかった。

4）低出生体重児率が高い U13 カテゴリー(12.9±0.24 歳)の出生体重は、低出生体重児群

(n=3)2,114.0±397.1g、正常体重群(n=12)3,233.3±343.1gで出生時と１歳の体重では有意

な差が認められたが、3歳での体重には差が認められず、調査時点の体重、筋肉量・体脂肪

率・骨密度に両群で差は認められなかった。 

【結論】 

今回の検討において、胎生期に低栄養環境にさらされたとしても、成長期において筋肉

量・骨密度はリカバリーし、さらには低出生体重児であっても運動能力を高められる可能

性が示唆された。今後、低出生体重児を対象とした思春期早期からの食・運動習慣の実践

的な個別教育の検討が必要であると考えられた。 

  


